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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､岡山県内の医師に対するアンケート調査にもとづいて､性感染症患者の適
切な管理に影響する因子について解析したものである｡国内の先行研究にもとづいて､
HIV抗体検査勧奨､コンドー ム使用の指導､性交渉相手の検査もしくは治療を適切な管理
の指標として､その実施に影響している要因を明らかにすることを目的とした｡その結
果､これらの対策を受けた患者の割合は必ずしも高くなかったが､女性患者は男性患者
よりもよく管理されていた｡
本研究結果より､性感染症の効果的予防には､男性患者-のより適切な管理や､診断
数の多い医師が適切な管理をするための対策が必要であることを示した価値ある業績と
判断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
